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北
国
庄
園
と
呼
ば
れ
た
奈
良
輿
福
寺
兼
春
日

社
の
庄
園
、
河
口
庄
は
十
郷
に
分
か
れ
、
そ
の

一
つ
に
溝
江
郷
が
あ
る
。
こ
こ
に
土
着
し
た
朝

倉
氏
の
一
族
が
在
地
名
を
と
っ
て
溝
江
氏
を
称

し
た
。
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
に
も
河
口
庄

の
庄
官
の
一
人
と
し
て
名
を
留
め
て
い
る
。
溝

江
氏
は
朝
倉
氏
滅
亡
後
、
織
田
信
長
に
帰
順
し

て
金
津
(
溝
江
館
)
に
在
城
し
た
が
、
天
正
二

年
(
一
五
七
四
)
二
月
十
九
日
、
一
向
一
撲
に

攻
め
ら
れ
て
滅
亡
し
た
。
し
か
し
、
溝
江
犬
炊

助
長
逸
の
一
子
、
長
澄
だ
け
は
城
を
脱
出
し
て

助
か
り
、
後
に
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て
本
領
を
安

堵
さ
れ
、
再
び
金
津
城
を
再
興
し
た
。
長
澄
の

跡
は
そ
の
子
、
彦
三
郎
長
晴
が
継
承
し
た
が
、

時
代
は
大
き
く
変
貌
し
、
つ
い
に
井
伊
直
孝
に

仕
え
て
明
治
維
新
を
迎
え
た
。

本
書
は
、
こ
の
溝
江
家
に
関
す
る
文
書
を
中

心
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
溝
江
文
書
十
四
点
は
影
写
本
に
よ

る
も
の
や
、
東
京
の
成
葺
堂
文
庫
に
伝
来
し
て

き
た
も
の
で
、
上
限
は
天
正
十
年
(
一
五
八
二
)

の
織
田
信
長
黒
印
状
か
ら
下
限
は
元
和
二
年

一
六
二
ハ
)
井
伊
直
滋
書
状
ま
で
の
、
い
わ

る
中
世
文
書
の
分
類
に
入
る
も
の
で
、
字
体

難
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
幸
い
に
し
て
読
み

し
ゃ
解
説
の
指
導
は
、
そ
の
道
の
専
門
家
、

京
大
学
史
料
編
纂
所
の
橋
本
政
宣
氏
が
当
た

れ
た
と
の
由
、
こ
の
種
の
刊
行
と
し
て
は
信
頼

の

高

い

も

の

と

い

え

よ

う

。

(

い

ず

れ

天
正
元
年
朝
倉
氏
の
滅
亡
、
そ
れ
に
続
く
一

向
一
撲
の
蜂
起
、
さ
ら
に
再
度
に
わ
た
る
織
田

信
長
の
越
前
平
定
の
た
め
の
侵
攻
と
、
大
動
乱

の
中
を
生
き
抜
い
た
朝
倉
旧
家
臣
は
少
な
い
。

そ
の
中
で
溝
江
氏
は
数
少
な
い
一
例
で
あ
る
。

た
だ
惜
し
む
ら
く
は
、
本
書
で
は
朝
倉
時
代
に

お
け
る
溝
江
氏
の
研
究
は
あ
ま
り
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
な
い
が
、
天
正
以
降
の
溝
江
氏
の
動
向

に
つ
い
て
は
文
書
が
多
く
を
語
っ
て
く
れ
る
し
、

特
に
溝
江
氏
が
越
前
に
お
い
て
本
領
を
安
堵
さ

れ
た
新
事
実
は
誠
に
貴
重
な
史
料
と
い
う
べ
き

之

で
あ
ろ
う
。
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『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




